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北部九州における竪穴式石 の出現

辻田淳一郎

１．はじめに

竪穴式石 （石室）は、前期古墳を特徴づける構成要素の１つである。その

長大さ、板石積みによる壁体の構築、念入りな棺床構造など、構築技法の問題

や、棺の規模等における階層性、地域性の問題などがこれまでも検討されてき

た。北部九州の前期古墳においても竪穴式石 は採用されており、その階層的

位置付けなどが検討されてきている。その一方で、近年では弥生時代終末期の

墳丘墓における竪穴式石 や、奈良盆地周辺における古墳時代初頭前後に属す

る埋葬施設の調査事例が増加したことから、竪穴式石 の出現過程や系譜につ

いての議論が活発に行われている。この問題は、古墳時代開始過程をどのよう

に捉えるか、またそこから展開した古墳時代前期の地域間関係の実態をどのよ

うに説明するかといった問題とも深く関わっている（cf.近藤 1983・1998；都出

1991・2005；北條他 2000）。筆者自身は、こうした問題について、主として鏡

の流通・古墳での副葬形態という観点からこれまで検討を行ってきた（辻田

2007a・2007b）。この問題と関連して、儀礼的消費が行われた場としての古墳そ

のものに目を向ければ、葬送儀礼の主たる舞台装置である埋葬施設の種類や形

態の差異がどのようにして生み出されたものであるのかがあらためて問題とな

る。北部九州において特に問題となるのは、それ以前の本地域においては存在

していなかった竪穴式石 の出現の過程そのものであり、その系譜である。本

稿は以上のような観点から、北部九州における竪穴式石 出現の過程とその背

景について検討するものである。
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２．研究史と問題の所在

⑴ 竪穴式石 の研究動向

竪穴式石 の研究は、小林行雄氏（1941）の先駆的かつ体系的な研究によっ

てその基礎が築かれたといえる。氏は、長幅比による分類や、粘土 が竪穴式

石 の省略形として出現すること、粘土床の形態から割竹形木棺の存在を想定

するなど、現在に至る基本的認識を確立した。その後、堅田直氏（1964）、北野

耕平氏（1964）、田中勝弘氏（1973）、山本三郎氏（1980・1992・2002）、都出比

呂志氏（1981・1986）、新納泉氏（1991）、澤田秀実氏（1993）、三木弘氏（1995）

らをはじめとして、石 や粘土床の構造、構築方法およびその変遷についての

検討が行われている。研究史については都出氏（1986）や新納氏（1991）、山本

氏（1992）の研究に詳しいのでそちらに譲り、ここでは粘土棺床の構造や有無

など基底部構造の変遷と系統分類が論点となっていたことを確認しておきた

い。また都出氏（1986）は、竪穴式石 および木棺の規模、さらに埋葬頭位と

の関係から「棺制」としての階層性の存在を指摘している註１。これは、その後

の前期古墳の埋葬施設における階層性をめぐる議論の展開を える上で重要で

ある（e.g.吉留 1989他；今尾 2004など）。宇垣匡雅氏（1987）は、竪穴式石

の使用石材という観点から検討を行い、弥生墳丘墓の石 石材と前期古墳のそ

れとの間で明瞭な差があること、同一産地の石材の共有や、使用石材が階層性

を示す可能性などを指摘している。

また竪穴式石 の成立過程については、中・東部瀬戸内の弥生墳丘墓の石

から辿れることが明らかにされており（e.g.近藤 1983・1998；都出 1986；澤田

1993；北條 1999；大久保 2000；山本 2002；鐘方 2003；今尾 2004；㈶大阪

府文化財センター 2008）、さらに東アジアの同時代の墓制との比較についても

議論されつつある（岡林 2002；鐘方 2003）。そして1990年代以降に行われた、

京都府寺戸大塚古墳や大阪府玉手山古墳群の再調査や、古墳時代初頭前後の資

料である奈良県ホケノ山墓や同中山大塚古墳、同黒塚古墳、同下池山古墳など

の調査の成果によって、構造そのものについての検討がさらに進むと同時に、
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その出現については石囲い木 から竪穴式石 へといった変遷の過程が具体的

に明らかにされつつある（岡林 2002・2008）。

また高松雅文氏は、前期古墳の竪穴式石 に垂直系統と持ち送り系統の２系

統が存在することを指摘し、かつ奈良県を中心とした大型古墳では垂直系統の

石 が採用されており、両者に階層差が存在する可能性を指摘している（高松

2005）。

竪穴式石 の中に収められる木棺については、小林行雄氏の研究（1941）以

降、割竹形木棺が主体であることが基本認識となっている。その一方で当時後

藤守一氏（1935）などによって想定されていた舟葬の存在は否定され（小林

1946）、その後長く議論の遡上に上らなかったが、近年舟形木棺と認定される事

例が増加したことや、北近畿の弥生時代墳丘墓における舟底状木棺痕跡の検出

例（石崎 2000）などから、舟葬説、あるいは古墳時代の長大型木棺の祖型を舟

そのものに求める説も再評価されてきている（cf.辰巳 1996；北條 2004）。こう

した見方は、古墳文化の成立過程を斉一的に捉えるのではなく、列島各地の多

様性が主体であり、「定型性」は一部に限定された現象とする理解（北條 1999；

北條他 2000）とも共通する。

このように、竪穴式石 の研究においては、規模・長幅比などによる分類や

構築方法についての検討から地域性・階層性の検討を経て、その成立過程と成

立時の系統性の問題へと議論の焦点が推移していることが確認できる。さらに、

木棺の形態も含めた竪穴式石 構造とその変遷についての検討が行われつつあ

る状況とみることができる。その一方で、こうした研究動向においては、竪穴

式石 の資料数そのものが少ない九州の事例については検討の対象とされるこ

とが少ないという現状がある。以上のような点をふまえつつ、北部九州での前

期古墳および埋葬施設をめぐる研究動向について検討する。

⑵ 北部九州における前期古墳と埋葬施設の研究動向

北部九州における古墳時代の開始過程については、研究史の早い段階から、

「畿内古墳文化の伝播」（小林 1950；樋口 1955）、「畿内型古墳の伝播」（小田
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1966・1970・1986）という脈絡で論じられてきた。小田富士雄氏は長大な竪穴

式石 や割竹形木棺を有する「畿内型古墳」と箱式石棺などの弥生時代以来の

埋葬施設をもつ「在地型古墳」の両者を区分し、近畿の古墳文化の浸透の過程

について論じている。そこでは特に墳長130ⅿ以上の規模をもつ福岡県石塚山

古墳が大きな位置を占めてきたといえる。柳田康雄氏は、古墳時代開始期に在

来系の土器様式から外来系の土器様式へと転換する過程や様相が各地域で異な

ることを指摘した上で、墳墓の埋葬施設においても、外来の埋葬施設の採用に

際して時期差や地域差がみられることを指摘している（柳田 1982）。また鏡副

葬事例が多く小地域ごとの古墳築造動が明確な事例について、小規模古墳の動

向も含めて地域間の関係や階層性についての議論が活発に行われてきた（e.g.

伊崎 1987；川村 1987；佐田 1987）。そして福岡市那珂八幡古墳や小郡市津古

生掛古墳などの調査をはじめ、墳丘形態などにおいても非「定型的」で石塚山

古墳よりも年代的に遡る可能性が高い古墳の調査事例が増加したことにより、

北部九州での古墳の出現過程や出現時期が問題となっている（e.g.柳田 1987；

井上 1991；柳沢 1995；吉留 1995・2000；久住 2002）。さらに古墳時代開始前

後における土器相転換過程の評価も含め（e.g.田崎 1983；溝口 1988；岩永

1989；久住 1999）、北部九州内での地域間相互の関係が論点となってきている

といえる。

前期古墳の埋葬施設については、吉留秀敏氏が九州の割竹形木棺を集成した

上で形態・規模にもとづき分類し、北部九州における「棺制」の可能性につい

て検討した研究（吉留 1989）、また割竹形木棺も含めて前期古墳の埋葬施設の

階層性について検討した研究（吉留 1990）が１つの画期をなしている。氏は、

Ａ型とする長大型割竹形木棺を竪穴式石 で覆うものが埋葬施設の序列として

は北部九州の各地域に共通して最上位に位置づけられると同時に、割竹形木棺

が全階梯で採用されていることを指摘した上で、「この埋葬形態による階層的序

列の創出と実施の主体は北部九州を統合する首長層」であると推定している

（1990：p.66）。また北條芳隆氏は、北部九州の主要前期古墳の埋葬施設につい

て、埋葬施設の規模・埋葬頭位・副葬品配置の３点から検討を行い、竪穴式石

北部九州における竪穴式石 の出現
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でも幅１ⅿ以上の幅広型のものが前方後円墳に採用されている事例が多く、

また埋葬頭位が西方位から45°振れた方位軸を志向する事例が多いことなどか

ら、北部九州の前期古墳がいわゆる「派遣首長墓」などの脈絡では説明できず、

基本的に在地の論理で築造されていることを指摘した（北條 1990）。この北條

氏の研究については、吉留氏が北條氏による石塚山古墳・三国の鼻１号墳など

の位置付けについて再検討を行い、時期的変遷をもふまえた調整案を提示して

いる（吉留 1991）。この中で吉留氏は、前期古墳の階層秩序が、広域秩序と在

地秩序の二重性において存在していることを指摘している。また重藤輝行・西

健一郎両氏は北部九州東半部における前・中期古墳の埋葬施設の階層性につい

て検討し、初期横穴式石室の展開に至るまで、上位階層の埋葬施設を下位階層

が模倣するという過程が認められることを論じている（重藤・西 1995）。その

後、弥生時代終末期前後の墳墓の事例も含めて検討が進められているが（e.g.吉

留 2000；柳田 2001）、前期古墳の埋葬施設自体についての研究は1990年代半

ば以降殆ど行われておらず、瀬戸内以東における近年の研究動向との対比が望

まれる状況といえる。

また前期古墳の墳丘形態・規模について、吉留秀敏氏は、規模の点では石塚

山古墳が130ⅿ級で最大である一方、それより規模の小さい多くの古墳が、石塚

山古墳の次階梯である那珂八幡古墳等の古墳を基準とする規格を共有してお

り、それが上述の埋葬施設でみられた階層構造とも深く関連する可能性を指摘

している（吉留 1995）。久住猛雄氏は吉留氏の研究を承けつつ、福岡市那珂八

幡古墳の年代が北部九州の中でも最も古く、かつ墳丘の規模が84～85ⅿと最大

規模であること、さらに同古墳の後円部と前方部の比率が８：５であり、北部

九州の前期古墳でこの比率をもつものが一定数みられることから、那珂八幡古

墳と共通した墳丘形態をもつ前方後円墳が、「定型的」な前方後円墳の出現以前

に、北部九州における在地的な前方後円墳（北條氏（2000）のいうところの第

１群前方後円墳）として広く出現していたことを論じている（久住 2002）。ま

た那珂八幡古墳が築造された博多湾沿岸地域は、古墳時代前期において韓半島

から近畿地方まで含めた長距離交易の拠点と推測されることからも（久住

北部九州における竪穴式石 の出現
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2007；次山 2007）、北部九州各地との関係やその中での位置付けについてもあ

らためて問題となるといえよう。

以上のような諸研究をふまえつつ、筆者自身も北部九州の古墳時代前期の様

相について、鏡の流通形態・古墳での副葬形態を中心として検討している（辻

田 2007a・2007b）。そこでは、近畿のヤマト政権から配布される種々の象徴的

器物の入手が、基本的に各世代ごとに、かつ平野単位程度の各地域集団ごとに

それぞれ独自に行われるのが一般的であった可能性が高いこと、そしてそうし

た器物の入手・副葬をめぐる各地域集団同士の同列的な競合関係が、上位層の

世代交代を契機としてそのつど再編されつつ進行する過程として読み取れるこ

とを指摘した。このような点から えるならば、竪穴式石 の出現をめぐる問

題についても、いま述べたような各地域同士の同列的な競合関係といった観点

から、古墳時代開始論の脈絡において検討する方向性が導かれ得る。こうした

観点から、以下具体的に問題設定を行う。

⑶ 問題の所在：本稿の課題

以上、竪穴式石 をめぐる問題状況と北部九州における前期古墳の埋葬施設

をめぐる研究動向について検討してきた。竪穴式石 全般の研究動向という点

では、階層性の問題に加え、弥生時代墳丘墓との系譜関係や、舟葬説との関係

もふくめ、古墳時代における竪穴式石 にみられる複数系統がどのように生み

出されたのかといった点が論点ともいえる。また北部九州の竪穴式石 に関し

ていえば、前期古墳の階層秩序の問題を論じる際の石塚山古墳や那珂八幡古墳

の位置付け、また竪穴式石 の出現過程や系譜そのものが課題として挙げられ

るであろう。上でも若干触れたように、北部九州の弥生時代終末期の墳墓にお

いては主たる埋葬施設は箱式石棺であり（cf.小田 1966・1970；吉留 1990・

2000）、本地域の前期古墳において箱式石棺が採用される事例が多いのはここに

由来する。この点について古墳時代開始論という脈絡でみた場合、元来外来の

墓制であるところの竪穴式石 が北部九州地域においてどのように導入され、

また変遷したのか、そしてそれらの系譜はどのように説明可能であるのかにつ

北部九州における竪穴式石 の出現
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いて検討することの重要性があらためて確認できる。具体的には、北部九州に

おける竪穴式石 の出現について えた場合に、例えばある１つの祖型が特定

地域に採用され、それが広く模倣あるいは共有されたといった導入のされ方で

あるのか、あるいは各地の前期古墳の築造に際して複数の祖型が多元的に採用

されたのかといった問題である。この問題を解決するためには、北部九州の前

期古墳の中でも、特に前期前半の竪穴式石 の事例について、壁体・棺床構造

や規模の比較を行いつつ、地域間での情報の共有や複数世代にわたる規範の維

持がどの程度行われているのか、各世代ごとに近畿あるいは近隣の諸地域など

に直接的祖型が求められるのかといった点を具体的に検証する必要がある。こ

のことにより、冒頭に述べたような、古墳時代前期における広域的地域間関係

の問題、また北部九州内部での地域間関係の実態の問題にも接近できる可能性

がある。

以下本稿では、上述の問題意識にもとづき、古墳時代前期前半の竪穴式石

資料を抽出し、その内容と年代、そしてそれぞれの系譜について検討する。そ

の上で、各石 事例同士がどのような関係にあるのかについて検討し、北部九

州における竪穴式石 の出現過程とその背景を明らかにしたいと える。

３．分 析

⑴ 分析対象資料と年代観

ここで対象とする北部九州地域は、概ね福岡県・佐賀県・大分県を指す。ま

た本来竪穴式石 の出現やその系譜の問題を扱うにあたっては、割竹形木棺・

舟形木棺などの木棺直葬や粘土 などとして構築された埋葬施設とその中に納

められた木棺の形態・構造そのものについての広範な比較検討が欠かせないが

（cf.吉留 1989・1990・1991；北條 1990；重藤・西 1995）、これについては課題

とし、ここでは竪穴式石 の問題に論点を絞って検討したい。

ここでいう古墳時代前期前半は、前期古墳をⅠ～Ⅳ期に区分する筆者の前期

古墳編年でいうⅠ期・Ⅱ期にあたる（辻田 2007b）。これは、舶載三角縁神獣鏡

北部九州における竪穴式石 の出現

31



を副葬する段階を前期前半段階（Ⅰ期・Ⅱ期）とし、さらに舶載三角縁神獣鏡

の筆者編年Ⅰ・Ⅱ段階をⅠ期（Ⅱ段階を含む場合をⅠ期新相とする）、Ⅲ段階（波

文帯神獣鏡群）をⅡ期の指標とするものである註２。

以上の点をふまえ、Ⅰ期・Ⅱ期に該当する北部九州の前期古墳の中で竪穴式

石 を有する資料として、佐賀県久里双水古墳・福岡県忠隈１号墳・同神蔵古

墳・同石塚山古墳・大分県下原古墳の５基が挙げられる（図１）。そのほかにも

可能性がある資料が存在するが、これについては後述することとし、まずこの

５基の前期古墳と竪穴式石 の概要について記述することから始めたい。

⑵ 北部九州における出現期の竪穴式石 の様相

①佐賀県久里双水古墳

久里双水古墳は佐賀県唐津市に所在する前期前半の前方後円墳で、墳丘規模

は90ⅿを超える。1994年に主体部が調査されている。以下の記述は、刊行予定

の報告書の記載にもとづくものであり、正式報告書との齟齬がある場合はそち

らの記載を優先していただきたい註３。

埋葬施設は竪穴式石 であり、床面に舟底状の粘土床が設置されている（図

２）。墓壙の法量は6.1×4.37ⅿであり、竪穴式石 の床面内法は2.65×0.92ⅿ

で、高さ0.95～1.03ⅿ、舟底状粘土床は長さ2.05ⅿ、最大幅0.61ⅿを測る。墓

壙底面には砂層が敷かれた後、壁体最下段と粘土床が設置され、その周囲の床

面に粘土が敷かれている。舟底状粘土床の上には、舟形木棺が置かれていた可

能性が高い。壁体はほぼ垂直に立ち上がり、上半分がわずかに内傾する。墓壙

と壁体との間の裏込めは土によるものであり、壁体そのものも粘土で覆う。大

型の天井石３枚を架構し、全体を粘土で覆っている。副葬品は壁体上面から鉄

製刀子１点、舟底状粘土床の推定頭位付近から舶載盤龍鏡１面、推定腰位付近

から碧玉製管玉２点が出土している。また墓壙底面の形成および石 構築の各

段階でそのつど赤色顔料（ベンガラ）が撒かれている点も特徴として挙げられ

る。未盗掘であったため埋葬当時の全体の構造が判明している貴重な事例であ

る。
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②福岡県忠隈１号墳（森 1959・1983；穂波町教育委員会 2001）

忠隈１号墳は飯塚市に所在する。1955年に森貞次郎氏らによって調査されて

おり（森 1959）、その後、1997年より墳丘の再調査が行われた。その結果、２

段以上の段築および葺石をもつ円墳で、径42ⅿ前後、高さ7.5ⅿとされている

（穂波町教育委員会 2001）。埋葬施設については森氏の報告に依拠するが、ここ

では長さ4.4ⅿ、幅0.8ⅿ、高さ約1.1ⅿの竪穴式石 が出土しており、上部は６

枚の砂岩の天井石がみられる（図３・４）。壁体はほぼ垂直に構築されている。

裏込めとして石室周囲に礫石が充塡され、天井石および裏込めの上を、10～20

㎝の厚さの白色粘土で被覆している。床面は、図面から判断する限り、壁体の

下まで粘土が敷いてあり、かつその粘土の長軸短軸の双方ともに、両側が緩や

かに立ち上がる構造で、ここに木棺を設置したと えられる。図３の床面実測

図においてドットで示してあるのが粘土床の範囲であり、南側の小口部分では

隅丸方形を呈しているのが分かる。木棺形状は、この粘土床の端部形態と断面

にみられる平坦面から舟形木棺の可能性が えられる。副葬品は、棺内から舶

載三角縁神獣鏡と上方作系浮彫式獣帯鏡各１面ずつ、碧玉製管玉１点が北東部

から、粘土床の中央部付近から水晶製嵌玉１点と瑪瑙製勾玉１点、棺外から金

図１ 北部九州における竪穴式石 を有する古墳の分布（前期前半)
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図２ 佐賀県久里双水古墳竪穴式石 写真

図３ 福岡県忠隈１号墳遺物出土状況

（上・１/60）と舶載三角縁波文帯神

獣鏡（左・１/４)
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銅製四葉座金具１点が出土している。本例は久里双水古墳とならび、北部九州

の前期前半の竪穴式石 の中でも、特に遺存状況の良好な事例といえよう。

③福岡県神蔵古墳（甘木市教育委員会 1978）

神蔵古墳は朝倉市所在の前方後円墳で、墳丘が削平されているため詳細は不

明であるが、全長40ⅿ以上と推定されている。７×５ⅿほどの盗掘孔があり破

図４ 忠隈１号墳竪穴式石 ・墓壙実測図（１/100)
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図５ 福岡県神蔵古墳竪穴式

石 実測図（上・１/100）と

基底部断面図（右・１/80)
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図６ 福岡県石塚山古墳主体

部実測図（１/160・長嶺編

1996より)

図７ 吉留氏による竪穴式石 復元図（１/160・吉留 1991より)
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壊が進んでいるが、緑泥片岩を用いた竪穴式石 が残存していた（図５）。墳丘

はほぼ全体が盛土であり、石 周辺は構築墓壙と えられている。全長5.35ⅿ、

幅は西側で1.6ⅿ前後、東側で2.0ⅿと幅広の石 である。壁体の石材において

は、「石室に使用された柿原石の小口には朱が塗られ、内には上・下まで塗られ

ているものも存在した」（p.13）ことが確認されている。そしてこの石 の中に、

長さ4.6ⅿ、幅1.1ⅿの組合式箱形木棺が設置されており、木棺の周囲は粘土で

補強されている。木棺は側板で小口を挟む形態である。幅広のプランをもつ石

であり、また壁体の四隅が緩く隅丸状を呈するといった特徴がみられる。天

井石や大形石材が確認されておらず、木蓋が使用された可能性が指摘されてい

る。副葬品は、棺内頭位付近より、舶載三角縁神獣鏡１面、鉄剣２口、鉄製農

工具２点が出土している。

④福岡県石塚山古墳（苅田町教育委員会 1988；長嶺編 1996；長嶺 2005；吉

留 1991）

苅田町に所在する石塚山古墳は、近年までの墳丘調査によって、全長130ⅿ以

上と推定されており、北部九州の前期古墳では最大規模となる。寛政八年（1796）

に主体部が発掘され、その後大きく破壊されているが、石 付近の発掘調査の

結果、石 の最大幅1.4ⅿと復元されている（苅田町教育委員会 1988；長嶺編

1996：図６）。これについては、1796年の庄屋銀助の書状『御当家末書』「寛政

八年小倉領鏡劔掘出候事」の記載（小田 1970など）との齟齬が指摘されている

（吉留 1991）。記録では、「古墳の頂上の平石（天井石の存在）」「深さ三尺あまり

（約99㎝）、上の横幅二尺あまり（66㎝）、下の横幅三尺あまり（約99㎝）、長さ

三間あまり（約5.4ⅿ）の長大な石垣で囲まれた空間」（長嶺 2005）とされる。

このこととあわせ、吉留氏が検討した壁体基底部の高さ・位置についての所見

もふまえると、石 の内法幅は１ⅿ前後となることから、中に納められた木棺

は長大型である可能性が想定される（吉留前掲：図７）。仮に上記記録の数値が

ある程度実態を示しているとみるならば、壁体は持ち送りが顕著なもので、長

さ・幅が先に挙げた忠隈１号墳の石室より一回り大きなものとなる。副葬品は
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現存７面の三角縁神獣鏡をはじめ、多数の鉄器類等が出土しているが、副葬位

置等については不明である。

⑤大分県下原古墳（大分県教育委員会 1988）

前方部が大きく開く形状をもつ、全長25ⅿ未満の前方後円墳である。墳丘は

削平されているが、後円部中央に、墳丘主軸に直行する主体部が残存していた。

埋葬施設は長径10～45㎝、短径５～25㎝の円礫を多用した竪穴式石 で、その

内部に小口板を側板で挟む形態の組合式箱形木棺を収めている（図８）。石 内

法は2.9×1.05ⅿで、墓壙は5.72×3.0ⅿ、深さ確認面より0.62ⅿである。石

は地山に構築されたものとされ、木棺の下部は地山掘削の後、石 石材の基底

面の高さまでロームブロック混入黒褐色土を補塡し、整えたものと報告されて

いる。

⑥それ以外の資料

以上の５例のほか、北部九州各地における初現期の前方後円墳では、前原市

御道具山古墳や福岡市那珂八幡古墳などについて主体部が不明である点に注意

が必要である。このうち那珂八幡古墳では、三角縁神獣鏡が出土した第２主体

が長さ2.3ⅿ×幅0.6ⅿの割竹形木棺直葬と えられるが、後円部中央の那珂八

幡宮社殿直下にある第１主体については幅約５ⅿの墓壙が検出されているもの

の、具体的な内容は不明である（福岡市教育委員会 1986）。前期後半・Ⅲ期の

築造と えられる福岡市卯内尺古墳（前方後円墳・73～78ⅿ）では竪穴式石

の可能性が指摘されているが（福岡市教育委員会 2001）、形態等が不明であり

系譜等については課題である。宇美町光正寺古墳（前方後円墳・54ⅿ）は、３

ⅿ以上の箱式石棺の周囲を川原石の控え積みで囲っている（宇美町教育委員会

2001）。破壊が進んでおり詳細が不明であるが、竪穴式石 の関連資料の可能性

もあり注目される。第２～第５主体がその周囲に築かれている。糸島地域の志

摩町稲葉１号墳（前方後円墳・40ⅿ以上）は、小型の竪穴式石 もしくは石囲

い木 とされる（柳田 2001）。箱式石棺を主体部にもつ前方後方墳の稲葉２号
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墳が久住編年ⅡＢ期であり、それに後出する可能性からⅡ～Ⅲ期の年代が想定

される（久住 2002）。また朝倉市に所在する下町外畑1号墳は、埋葬施設は近世

墓の造営などにより破壊されていたが、近世墓から出土した緑泥片岩により、

竪穴式石 もしくは箱式石棺の可能性などが指摘されている（福岡県教育委員

会 2004）。時期は前期中葉と えられる。大平村の能満寺３号墳は、竪穴式石

の可能性が指摘されているが破壊が進んでおり詳細は不明である（大平村教

育委員会 1994）。大分県では七ツ森古墳群で鏡が出土したＣ号墳について竪穴

式石 の可能性が指摘されているが（賀川 1983）、詳細不明である。このほか

各地で石 をもつ古墳の可能性が指摘されているものがいくつか存在するがい

ずれも時期が不明であり、ここでは分析の対象とすることはできず、課題とし

ておきたい。なお後述するように、熊本県下で出土しているいくつかの事例は

前期前半に遡る可能性が高いことから、上にみた北部九州の事例との関係が大

きな課題といえる。

⑶ 北部九州の竪穴式石 の出現時期と分布

次に、以上にみてきた５例の初現期の竪穴式石 の出現時期について検討す

る。年代の検討に際しては、先に挙げた副葬品（特に銅鏡）を基準とした編年

観に依拠しつつ、あわせて土器による年代観（久住 2006；檀 2006）も参 と

する。

まず①久里双水古墳は、副葬品のみからでは年代の限定が難しいが、出土し

た土師器からみて布留０式の古相までは遡らないと想定され（久住 2006）、Ⅰ

期新相～Ⅱ期の段階に収まると えられる。この年代観は後述する天井石およ

び被覆粘土という点とも概ね整合的である。②忠隈１号墳では、北部九州では

出土数が少ない舶載三角縁神獣鏡Ⅲ段階（波文帯神獣鏡・表現⑩・131鏡：図

３）が出土していることから、Ⅱ期の段階に位置づけられる。③神蔵古墳では、

舶載三角縁神獣鏡Ⅰ段階（表現②・46鏡）が出土しておりⅠ期の年代が想定さ

れるが、出土土器は布留０式段階までは遡らないと想定され（檀 2006）Ⅰ期の

中でも新相に近い年代が想定される。④石塚山古墳は、現存する舶載三角縁神
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図８ 大分県下原古墳竪穴式石 実測図（１/60)
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獣鏡７面のうち３面がⅠ段階（４～６号鏡）、４面が筆者編年のⅡ段階（１～３・

７号鏡）と想定されることから、Ⅰ期新相以降に位置づけられる。⑤下原古墳

は副葬品が出土していないが、墳丘形態や二重口縁壺・手焙形土器などからⅠ

期段階に位置づけられる。

このようにみた場合、ここでみた５基の古墳のなかで最も年代が古く遡るの

は⑤の下原古墳と えられる。それ以外の４基では、神蔵古墳が若干先行する

可能性が えられるが、それ以外はいずれもおそらくⅠ期新相あるいはそれ以

降に属するものと えられる。

以上の年代を える上で重要なのが、同時期の他地域の状況、特に奈良盆地

東南部の前期古墳における竪穴式石 の成立および変遷過程である。これにつ

いては岡林氏（2008）による検討の結果を参 としたい。岡林氏は、中山大塚

古墳・黒塚古墳・下池山古墳の竪穴式石 の石 上部・壁体構造・基底部構造

の３つの属性に着目しつつ、排水と遺体保護という点においてこの３基の古墳

の竪穴式石 はこの順番で築造工程がより念入りかつ複雑なものへと変化した

ことを指摘している。特に天井部における石材被覆から粘土被覆へという変化

は大きく、床面構造とあわせて注目される属性である。副葬品の年代から推定

される年代観では、中山大塚古墳・黒塚古墳はいずれもⅠ期であり、下池山古

墳がⅠ期新相以降と えられることから、いま述べた石 構造の変化は遅くと

もⅡ期までには完了していると えられる。そしてⅠ期新相以降と えられる

奈良県桜井茶臼山古墳や椿井大塚山古墳の石 構造からみた場合、Ⅰ期新相ま

でには高松氏（2005）が指摘するところの垂直系統の石 構造とそこでの天井

石および粘土被覆（桜井茶臼山古墳は地山掘削層の盛土の上に粘土層）が成立

していたことが想定される。以上から、北部九州の各事例についてもこれらⅠ

期～Ⅱ期の変遷のどの段階において祖型の参照がなされたかが問題となる。

上記の５例のうち、⑤の下原古墳の事例と③の神蔵古墳については、両者と

もに組合式箱形木棺を採用し、また下原古墳では円礫の使用といった点からも、

上記の奈良盆地東南部の事例とは系譜が異なる可能性が高い。これに対して、

①の久里双水古墳、②の忠隈１号墳はいずれも天井石をもち、かつ上面を粘土
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で被覆することから、下池山古墳や桜井茶臼山古墳などの時期（Ⅰ期新相段階）

が祖型の年代としては上限と えられる。④の石塚山古墳についても、粘土被

覆の有無は不明であるが、少なくとも天井石があったという記録から、久里双

水古墳・忠隈１号墳より大きく遡ることは えられない。以上から、⑤の下原

古墳と③の神蔵古墳については、奈良盆地周辺とは別の系譜が想定されること、

それ以外の３基についてはⅠ期新相あるいはそれ以降の段階の古墳が祖型とし

て採用された可能性が想定できる。このことは、先にみた各古墳の年代観とも

矛盾しないといえよう。

そのようにみた場合、北部九州においては、奈良盆地周辺の竪穴式石 成立

期における中山大塚古墳や黒塚古墳などにみられるような、合掌式あるいは天

井石を持たず持ち送りと石材被覆による最古型式に属する竪穴式石 は、現状

では未確認である。下原古墳や神蔵古墳の位置づけが問題であるが、それ以外

の３例は、いずれも奈良盆地周辺における竪穴式石 の成立よりは若干遅れて

採用された可能性が高いと えられる。

また分布については現状で唐津平野・嘉穂盆地・筑後川中流域・京都平野・

国東半島といった平野単位程度の各小地域ごとにそれぞれ竪穴式石 をもつ古

墳が築かれていることがわかる（図１）。福岡平野・早良平野では現状で内容が

判明している古墳の主体部は割竹形木棺直葬もしくは粘土 が多くみられる。

糸島地域では箱式石棺がやや多いものの、先に挙げた稲葉１号墳などを除くと

基本的に福岡平野・早良平野と同様の傾向を示している。この点で、博多湾沿

岸地域は前期前半代においては、竪穴式石 の資料が現状では空白に近い状況

といえる。前期古墳の築造自体は活発な地域であるだけに、先に挙げた前原市

御道具山古墳や福岡市那珂八幡古墳などの位置付けや、他の埋葬施設の位置付

けが今後あらためて問題となろう。

⑷ 北部九州の出現期竪穴式石 の系譜

以上にみたように、各竪穴式石 の出現時期の検討をふまえた上で、それぞ

れの系譜について検討する。ここでは小林行雄氏の分類（1941）をもとに、長
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さ1.5～3.5ⅿ、幅0.5～0.9ⅿの資料をＡ群、長さ５～８ⅿ、幅１ⅿ前後のもの

をＢ群、長さ2.7～6ⅿ、幅1.5～2.5ⅿのものをＣ群として検討する。また都出

比呂志氏（1986）は長幅比4.5以上を長大型としており、これについても基準と

する。まず以下に４例の特徴について床面基底部構造・木棺形態・規模（長幅

比）・壁体形態・天井石と上部の被覆・裏込めといった属性について、再度時期

が古い順に簡単にまとめておく。

〔Ⅰ期〕

⑤下原古墳：組合式箱形木棺。床面は地山上に黒褐色土で整地。円礫による竪

穴式石 。壁体の傾きは不明。内法は2.9×1.05ⅿでＡ群にあたる。長幅比2.8。

③神蔵古墳：組合式箱形木棺＋粘土による棺体固定。床面は粘土層の上に５層

ほどの水平層位によって棺座を形成している。緑泥片岩による竪穴式石 。壁

体の傾きは不明。平面形は隅丸長方形を呈し、内法は幅1.6～2.0ⅿと幅広で、

Ｃ群に属する。長幅比2.6。天井石は未使用（木蓋？）の可能性がある。

〔Ⅰ期新相～Ⅱ期〕

①久里双水古墳：舟底状粘土床＋床面全体を粘土で造成。長さが短く、小林分

類のＡ群にあたる。長幅比2.9。壁体は垂直に近く上方はやや持ち送り。大型の

天井石を架構し、全体を粘土で被覆する。裏込めは土による。

④石塚山古墳：粘土床・木棺形態不明。記録なども勘案して、長大型のＢ群の

可能性が想定される。その場合の長幅比は5.4前後か。壁体は持ち送りが顕著で、

大型の天井石を架構する。裏込めは石材による。

②忠隈１号墳：舟形木棺＋粘土床。長大型に近い形状をもつが、長さ4.4ⅿであ

りＡ群とＢ群の中間に位置するが、長幅比は5.4。壁体はほぼ垂直であり、大型

の天井石を架構し、全体を粘土で被覆する。裏込めは礫による。

この５つの竪穴式石 の各属性を比較した場合、全体的にみて相互に共通性

が低いことが判明する。その一方、共通点として挙げられる特徴として、棺台・

基底部を一段高く造り出すといった構造をもたず、平坦な墓壙底面上を整地す
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るといった点がある。木棺形態では⑤下原古墳と③神蔵古墳が組合式箱形木棺

で共通するが、規模や石 石材等が大きく異なっている。また規模の点では④

石塚山古墳と②忠隈1号墳が長幅比5.4前後である点、裏込めに石材を使用する

点などの点である程度共通している可能性もあるが、壁体構造がそれぞれ持ち

送り・垂直的である点で異なっている。それ以外については規模・木棺形態を

はじめ、相互に差異が顕著であることから、以下それぞれの系譜について検討

する。

まず最も時期が古いと えられる⑤の下原古墳については、円礫を用いた壁

体構造と組合式箱形木棺が特徴的である。弥生墳丘墓で円礫を用いる具体例と

して、広島県西願寺遺跡Ｃ地点２号石 （広島県教育委員会 1974）などが挙げ

られるが、床面は礫敷きであるなどの差異も目立つ。前期古墳で円礫を用いる

例としては、静岡県新豊院山Ｄ２号墳などが挙げられる（磐田市埋蔵文化財セ

ンター編 2006）。上半部が削平されていることから可能性の限定が困難である

が、ここでは瀬戸内地域の弥生墳丘墓の竪穴式石 の系譜に連なる可能性を想

定しておきたい。

③の神蔵古墳は、板石積みの石 である一方、平面形が隅丸を呈する点、埋

葬施設自体が箱形の組合式木棺である点などが特徴的である。報告書では、大

型石材が未検出であることから幅が1.6～２ⅿある空間を架構する天井石の存

在に否定的であり、木蓋が想定されている。岡山県矢藤治山墳丘墓（近藤編

1995）などではこうした箱形の組合式木棺が採用されており、また木蓋が想定

されている点が注意される。瀬戸内地域の弥生時代終末期の竪穴式石 では木

蓋が想定されているものが多く（澤田 1993）、ここでは神蔵古墳の石 につい

ても、瀬戸内地域に系譜が求められる可能性を想定しておきたい。ただし四隅

が丸くなっている点については滋賀県雪野山古墳などでもみられることから、

瀬戸内地域のみに系譜が限定されない可能性も えておく必要がある。

①の久里双水古墳は、特異な舟底状粘土床の祖型をはじめ、現状では不明な

点が多い註４。壁体はわずかに持ち送っているものの、垂直に近い形である。天

井石の架工＋粘土被覆という点から、竪穴式石 の完成形に近い段階での導入
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が想定される。長幅比などでいえば瀬戸内地域との関係も想定されるものの、

粘土床の形態からみて複数地域の系譜が混在している可能性があり、今後の課

題としておきたい。

④の石塚山古墳の石 は、記録上では、壁体に持ち送りがみられ、かつ天井

石を有する形態の可能性が想定される。同時期の古墳では墳丘規模や副葬品の

内容等からも岡山県浦間茶臼山古墳などが近似した例として想定されるが、墓

壙底面上に礫と板石を敷き、その上に粘土床を設置し、天井石の下面までの高

さが1.7ⅿ程と想定される同古墳とはかなり異なっている。石塚山古墳の石

については瀬戸内系とする意見もあり（久住 2002）、現時点では粘土床の形態

等含めて不明な点が多いことから判断を留保しておきたい。石塚山古墳につい

ては、規模が長大型に属する可能性と、壁体に持ち送りがみられる可能性につ

いてあらためて注目しておきたい。

最後に②の忠隈１号墳は、舟形木棺を設置したと想定される粘土床、６枚の

天井石の架工と粘土被覆など、久里双水古墳同様、かなり完成形に近いものが

導入されている可能性がある。そして石塚山古墳と長幅比や高さがほぼ共通す

る一方で、壁体は垂直系統と えられることから、石塚山古墳との間での時期

差に起因するものであるのか、両者の間での系譜の違いかといった点が問題と

なるが、これについても現状では課題とせざるを得ない。

以上、５基の竪穴式石 の系譜について検討してきたが、最後に周辺地域の

状況について検討しておきたい。

⑸ 他地域との関係

北部九州の竪穴式石 の出現を える上で、近隣地域で特に問題となるのは、

山口県・愛媛県・熊本県といった隣接地域および南九州の状況である。山口県

下では宮ノ洲古墳・竹島古墳が前期前半の竪穴式石 と えられるが、両者と

もに調査が古く詳細が不明である。四国西部地域では、愛媛県妙見山１号墳の

２つの石 が重要である（下條編 2008；宮本 2008）。天井石・石材被覆と粘土

での全面被覆といった点から北部九州での竪穴式石 出現とほぼ同じ時期の年
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代を想定するが、各属性の北部九州のものとの共通性はあまり高くない。また

熊本県下では、山鹿市の竜王山古墳や、宇土半島周辺で弁天山古墳をはじめ時

期的に連続する傾向がみられる。これについては今後本稿でみた北部九州の事

例との比較検討が大きな課題といえる。南九州については鹿児島県の薩摩川内

市の鳥越１号墳が著名であるが、時期の決定が難しく、系譜についても熊本県

内の資料とあわせた検討が重要となろう。宮崎県域は西都原古墳群をはじめと

して前期前半段階の竪穴式石 の様相については不明な点が多く、割竹形木棺

や粘土 という観点からの検討を課題としておきたい。

このように各地域との比較検討という意味では課題が多いが、現段階でいえ

るのは、竪穴式石 からみた場合の隣接諸地域との関係は、類似性の地理勾配

（情報の漸次的欠落）といった単純な伝播過程の所産としては説明できないとい

う点である。すなわち、北部九州内部も含めて隣接地域同士が空間的距離に比

例して類似した様相を示すといった状況が認められないのが基本的傾向であ

る。このことは、竪穴式石 の出現過程全体に関わる視角であると える。

⑹ 小 結

以上、５基の石 の事例について、それぞれの系譜の想定を行ってきたが、

具体的に系譜の可能性を限定できたものは少ない。また例えばここで「瀬戸内

地域」などと措定した弥生墳丘墓の系譜についても単一のまとまりとして理解

できるようなものでないことは明らかである（cf.今尾 2004）。むしろここで重

要なのは、それぞれについての系譜が想定可能であるかどうかではなく、これ

らの５基の石 相互の関係において、おそらくそれぞれの系譜が単一としては

捉えきれないこと、あるいはそれぞれの系譜およびその導入が複線的かつ複合

的と えざるを得ないという点である。さらには、例えば上記のうちのどれか

１つの竪穴式石 が（あるいは未だ知られていない竪穴式石 が）北部九州の

中で単一の規範としてあり、各資料がその変異型として説明できるといった導

入のされ方ではない、ということが指摘できる。この系譜の多元性こそが、北

部九州における竪穴式石 の出現期の具体的な様相と えられるのである。こ
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の点を確認した上で、ここから派生するいくつかの問題について検討したい。

４． 察：北部九州における竪穴式石 の出現過程

本稿では、古墳時代前期前半における竪穴式石 の様相について検討してき

た。それを通じて問題としたかったのは、竪穴式石 という〝外来"の墓制が、

北部九州各地でどのように採用されたか、あるいは採用されなかったのか、ま

たその採用はどのような選択を経て行われたのかという点であった。そしてこ

の問題は、北部九州において古墳時代がどのように始まったのかという問題と

も直結する。前述のように、筆者自身は、これまで後漢鏡・魏晋鏡・倭製鏡の

流通形態・古墳での副葬状況から、北部九州ではそれぞれの地域集団が独自に

近畿地域の上位層などと接触しつつ、在地の集団同士が相互に競合している状

況を推定してきた（辻田 2007a・2007b）。これは古墳での鏡の組合せからみて、

各世代ごとの入手・副葬が一般的であること、また前方後円墳クラスの古墳の

被葬者層の間では、古墳の規模での相対的な違いはあっても、北部九州内で鏡

の分配を一手に担うような存在が見出されず、むしろ同列的な競合関係として

理解可能であるという点によるものである。これは鏡に限らず腕輪形石製品な

どでも同様で、北部九州の中でどこか一地域が流通を差配したような状況には

なく、それぞれの地域が独自に入手した可能性が高い（辻田 2009）。そしてこ

のようなあり方は、吉留氏（1989・1990・1991）や北條氏（1990）、重藤・西氏

（1995）らが想定したような、北部九州内での各地域社会ではそれぞれに埋葬施

設の規模や種類による序列化がなされつつ、広域的な地域間関係の中で二重の

秩序として進行していた状況とも整合する。こうした点をふまえつつ、前期前

半のある段階で、唐津平野・筑後川流域・嘉穂盆地・京都平野・国東半島といっ

た各地域で竪穴式石 が導入されたことはどのような意義があったと えられ

るだろうか。

まず第１に挙げられるのは、先にも述べたように、各地域における竪穴式石

の導入は、それぞれの地域ごとに独自になされたと えられる点である。石
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塚山古墳の石 の情報が断片的である点から特に忠隈１号墳などとの比較が困

難となっているが、それを差し引いても全体として相互に緊密な情報の共有が

行われた痕跡は見出しがたい。ただしその一方で、基底部に棺台状のものを造

り出さないといった共通点もみられること、また竪穴式石 以外では箱式石棺

を主体とする地域が広く認められ、木棺形態なども共通することから、埋葬施

設構築に関する広い意味での規範は存在したと えられる。

そして第２に重要な点は、こうした竪穴式石 の導入は、おそらく一時的な

もので、それぞれの地域にすぐさま根付くあるいは在地化するというものでは

なかった可能性が高いことである。ここで挙げた地域のいずれも、その次の世

代に大型前方後円墳が築かれそこに竪穴式石 が収められるといった状況は認

められない。このことは、葬送儀礼の遂行にあたって行われた〝外来"ないし

新来の埋葬施設の採用は、基本的にそのとき限りの、一回性のものであった可

能性を示すと える。前期中葉以降、北部九州での竪穴式石 の事例は増加す

るが、いずれについても、例えば本稿でみた５例の竪穴式石 の発展形として

説明可能かどうかは今後あらためて検討が必要である。このことは、葬送儀礼

の規範や埋葬施設の構築技術などが、世代間でどのように伝えられたか、伝え

られなかったかといった問題をも派生する。 古学的現象が示しているのは、

各世代における一回性の規範の獲得と、近隣地域に限定されない広範囲からの

情報収集という側面であるように見受けられる。

そしてもう１つ重要な点として挙げられるのは、副葬品として使用された

種々の象徴的器物と、古墳築造にかかわる情報などが、総体として、いわばセッ

トとしてもたらされたのではないかもしれないという点である。鏡をはじめと

する副葬品は実際に近畿周辺まで赴いて入手している可能性がある一方、他の

要素については、例えば神蔵古墳や久里双水古墳などでは、他地域の要素も取

り入れつつ古墳築造が行われた可能性が高い。その意味で、古墳築造にあたっ

てはある単一地域から全てのもの・情報がもたらされたのではなく、複数地域

との交渉の結果として得られた情報が各地において複合される形で最終的に古

墳として表現されている可能性を想定する必要がある。
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この問題を える上では、壺型 輪についての田中裕介氏の研究が示唆的で

ある。氏は九州における壺型 輪の導入過程を検討し、瀬戸内や山陰・四国な

どでは在地系の壺型土器が採用されているのに対し、北部九州では近畿系の壺

型土器が採用されていることを指摘する（田中 2000）。すなわち北部九州では、

古墳上で使用される壺型 輪の規範は近畿から瀬戸内などの地域を経由して地

理勾配をなすような形で北部九州に導入されているのではなく、瀬戸内などを

経由せずに直接的な導入が行われているのである。このことは、壺型土器その

ものが北部九州で在地生産されたものであるか否かを問わず、在地系土器が存

在している前期前半段階において、古墳への供献土器は近畿系の形態・器種を

採用するという選択がなされたことを示している。このように古墳の築造＝葬

送儀礼の遂行にあたっては、様々な属性についてそれぞれに選択がなされ、最

終的に古墳はその複合の所産として築造されたとみるのが妥当であると え

る。

以上から北部九州の竪穴式石 については、先に挙げた御道具山古墳や那珂

八幡古墳の埋葬施設がどのようなものであるのか不明である点が大きな課題で

あるが、仮に糸島地域や博多湾沿岸地域に前期前半段階に竪穴式石 が導入さ

れていた可能性を想定した場合でも、北部九州各地での竪穴式石 の導入過程

は複線的かつそれぞれにおいて複合的なものであった可能性が高いと える。

その意味では、上にも述べたような、象徴的器物の入手をめぐる「同列的競合

関係の進行の中での、ヤマト政権との個別的な接触」というイメージとも整合

する一方で、竪穴式石 の出現過程自体には、各地域社会における古墳築造や

葬送儀礼の遂行という点では、「ヤマト政権」に限定されない様々な地域との接

触・情報伝達という側面があらわれているとみることができよう。

５．結 語

以上、本稿では北部九州における竪穴式石 の出現過程とその系譜関係につ

いて検討し、そこから派生する問題について論じてきた。その結果、北部九州
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にみられる古墳時代前期前半段階の竪穴式石 は相互に異なる特徴が多くみら

れ、またその系譜も複数想定されること、そしてそれらは各地域によって独自

に選択されまた複合された結果として出現した可能性を論じた。またそれらの

「伝播」過程も、隣接地域間での情報伝達といった形では説明できず、遠隔地と

の直接的交渉が複合的に積み重ねられた結果として捉えられることを指摘し

た。このことにより、従来北部九州において「竪穴式石 」と一括りにされて

きた資料群が、実際には複数の系譜の複合によって個別に生み出された資料の

総体であったことが明らかになったものと える。北部九州の竪穴式石 につ

いては、その系譜が〝外部"であることにあらためて注目することにより、古

墳時代開始論という脈絡において、さらなる議論の展開が期待できるものと

える。ただし竪穴式石 自体はあくまで棺を覆う施設であることから、そこに

収められた棺の問題がより重視されねばならない。この問題は在来の墓制であ

る箱式石棺の様相把握や種々の木棺の導入過程とも不可分であり、この点をま

ず第１の課題としておきたい。

またもう１つ課題としてあげたいのは、 察でも述べた世代間における葬送

儀礼の規範の共有・維持の可能性の問題である。この問題は、前期後半以降の

竪穴式石 および他の墓制の展開を検討することにより検証が可能と える。

具体的な論点としては、埋葬施設が「在地的である」あるいは「在地化する」

ということはどのようにして可能となるのか、そのメカニズムと背景について

検討する必要がある。このことは、「墓」としての古墳の機能が当時の人々にど

のように認識されていたのかを える上でも重要な問題と える。また玄界灘

沿岸地域では、前期後半～末の段階で羨道部を接続した竪穴系横口式石室が出

現することから、その出現過程を長期的に捉える意味でもやはり弥生時代後期

以来の在来墓制の実態把握が大きな課題といえる。以上のような点を課題とし

つつ、引き続き検討を進めたいと える。
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り改変引用、図５：甘木市教育委員会（1978）より改変引用、図６：長嶺編（1996）より改

変引用、図７：吉留（1991）より改変引用、図８：大分県教育委員会（1988）より改変引用．
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